コ□ナ密閉式石油ストーブ 

取扱説明書 


正しく使ってじよラすに節約 



1•特にま意しでいただぎたいこと 
(巧全のために必すお守りください）1 

2. 使巧する場所 . 

3. 各部の各称 . 

4. 使巧前の準備 . 

5•使巧方法（使い方）… 

6.安全装置 
7•その他の装置 

8, 曰常の点檢-寺入れ 

9. 定期点巧 . 
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1 •特にま意しでいただきたいことほきのために必ずお守りくださし、) 


この取扱説巧塞および製品への表示では、製品を安をに正しくお使いいただき、あなたや化の人々へのち害やな産への 
損塞を未然に巧止ずるために、いろいろな給表示をしでいます。その表示と意巧は巧のよラになっでいます。巧容 
をよく理おしでから本でをお読みください。 

A 堪か この表示を無視しで、誤った取り扱いをすると、人び死亡、重懲を負ラす能性、または火災の 
胃にコ巧能性び想定されるの客を巧しでいます。 

A 三そゴ t この表示をお巧しで、誤った取り扱いをすると、人び傷害を負ラ巧能なや物的損害の発ちび想 
/*\/ゴ:;&まされる内容を巧しでいまず。 


絵ま示の例 


A 么記号はま恵を巧す巧容びあることを告げるちのでず。 

/；\ 図の中に具巧的な’ま意内容(を因のおさは一般的なを意)び描かれでいます。 

&記导は禁止の行為であることを告げるをのです。 

図の中や巧傍に具体的な禁止内容(左図のおさは乃ソリン禁止)が巧かれでいます。 

C © 記冒は巧為を指示する內容を告げるちのでず。 

図の中に具がのな指示の容（を図の巧さは覃源ブラグをコン tz ントから巧いでください） 
び描かれでいます。 



告 ( WARNING ) 


•ガソリン厳禁 

乃ソリンなど揉発巧の富いおは、 I №71 

おがに使ちしなレでください。 vSi / 

义災の原因になります。 


•スプレー吿厳禁 ^ 

スプレー巧や力むットこんろ /Tryi 

用ボンベなどを温風のあたる ，リム 看/ f X I 
ところに巧屋しないでくださ j も"1心け V 、 
い。熱でをの E 力びとびり、 

_爆発して危険でず。 _ 

•給排気筒（管、ホース）がれを険 


給が気筒（管、ホース）カタげ I 
たままを巧しないで < ださい。 
外れでいると運乾中にがガスび 
室巧にちれで、を巧です。 


•給排気筒トップには金網などは付けない 

おがな筒トップには、巧よけの ィー -V 

ための盡網などは巧けないでく 问同7 /V A 
ださい。おが気の巧げにな口、異 M (XI 

常燃焼をおこし排ガスび室のに 0 v_y 

_源 h る巧能性力制ちぉで r 。 —ゎ幽 

♦定期点検の実施 

定期的 （2 おこ1回程度）に点 
お • 整備を到：)•でください。点 
検を受けすに長期間使用し続け (5 W 

ると、巧房や事巧の原因になりパァマ、^词 
をおでず。点検.整備はお買い i ^ •み 
ホめの版売店や資格着のいる巧 df , 

にの頼 u : ください。 1/ 


盈〇 


•巧類の乾燥厳禁 

巧類などの乾燥には读巧しない 、 

でください。巧類が落下しで乂 
が:)き、乂災の原因になりまず 。,^ 


♦温風吹出□をふさがない 

巧類、 おなどで温風の出□やグ^ 
空気取入□をふさびないでく 'け I 
ださい。 

なお、紙などでふさぐと、义も^ 
災の原因になります。 _ 


♦給排気筒トップ閉そく危険 

漬雪びぞいときには、お排気 
窟トツプの罔りび雪でふさび 
れでいないことをお認しでく 
ださい。ふさびれているとき后! ■! 
は、除墅しでください。 

また、おなどによる f 雪固い J 
は給が気の巧げになるのでお 
やめください。閉そくしでい 
ると運転中にがガスが室内に 
ちれで、危険です。 


0 


Q 


0 


•ご自身での据付け-移設工事の厳禁 

お客さまご自身による工事は后 ィ— 

おです。誦ブエ事は販売ほや〇ク A へ 

ち目与お巧巧"ナよゴい V グ I \ 


専門業者にごの巧ください。 
(ストーブを移設させる 
場合を同じでず。） || 


Q 


逆^ま意 ( CAimON ) 


•カーテン、可燃物近接禁止 

力ーテンや燃えやずいちのを巧ブけないでください。 

义巧び堯をするおそれびあります。巧燃物との班隔巧巧についでは 
標準据え巧け図例 （2 3ページ）を参照しでください。 



1 





1 •特に注意しでいただぎたいこと（まをのために必ずお守りください) 


ま意に AUTION) 


ゴム製送油管 



• f « 火しでからぉこなってくだな、。 '' WpM 

义がのおそれびあります。 J 


•油漏れ確認 |1 

巧タンク-ゴム製送油管 • 接合部および機器などからの巧油漏れびないこと 
を確認の上ご使巧ください。口巧び漏れでいると义おのおそれがありまず。ン^^ 


•異常時使用禁止 

巧一異萬を感じたとぎは、使巧しないでください。 
異常燃焼のおそれびありまず。 


参温風に直接あた5ない 

痛風に直接長時間あたらないでください。 

低温やけどや脱水症がになるおそれびあ0まず。 


•高温部接触禁止 

燃烧中やお乂直後は、高温部、給が気筒、給が気筒トップ、枠上部に寺などふれないでく 
ださい。やけどのおそれびありまず。 


•やかんのせ禁止 グ 

やかんなどをのせないでください。 f — 

振動や接触によってやかんの熱湯びこぼれ、やけどのおそれびあります。 \ 


•分解修理の禁止 

巧障、破損したら、巧巧しないで<ださい。 
不完全な修理は、危険でず。 


•腰をかけたり、物をのせないで 

機器の上にのったり、腰をかけたりしないでください。機器のが障や、やけどのおそれびありま 
ず。機器の上に巧びんや水を入れたちのなどを置かないでください。水びかかると漏電やが障の 
おそれびあ0ます。 


•改造使用の禁止 

巧造して使用しないでください。また、ストーブやおが気茵には床暖房巧の熱交換器など 
を取り巧けないでください。乂災やがガスび室のにちれる原因となりおおです。 



m 



M 


0 


春電源コードを傷めない 、 ，• 

電源コードに無理な力をり日えたり、物をのせたりしないでください。 

また、電源プラグを抜くときは、コードを持って引き巧かないでください。 

乂災や感電の原西になります。 グ V ド^^^ 


•電源プラグは確実に差しこむ 

電源ブラブはコンじントに根あまで確実に差しこんでください。 

また、傷んだプラグやゆるんだコン t ントは使用しないでください。乂ぶの原因 
.、になります。めれたきでの巧き差しはしないでください。感電の原因になりまず。 く 


参長期間使用しないときは電源プラグを抜く 

長期間使用しないとき交は保管するときは、必す電源プラグをコン它ントから抜いでくだ 
さい。义災やそ想しない事がの原因にな0ます。 


♦電源プラグのお手入れをする 

ときどきは電源プラグを巧き、ほこり及びを厲物を除去しでください。 
ほこりびたまると湿気などで絶縁不度になり义巧の原因になります。 












1 .特にを意しでいただきたいこと（まをのために必すお守0 ください) 


么ま意 (CAUTION) 

•な油の保管 

灯油は、义気、雨か、ごみ、富温および直射曰巧をおけた場所に保营しでください。ガソリンなど 
といっしょに保芭しないでください。誤っで使巧ずると異常燃焼や义巧のおそれがあります。 



•変質な油禁止 /Ov 

巧質灯油、不補巧ミ由（ちれた巧な、水の'混じっている'な巧など）を使用しないでください。 1 XJ 

異常燃焼のおそれびあります。 

•給排気筒が近の可燃物近接禁止 

おが気筒トップの近くに、なミ由や可燃物など引乂のおそれのあるちの 
を匡かないでください。乂巧のおそれびあります。 

=1^ 

口 

=\ 

}| 



•指や棒を入れないで 

温風吹出□や空気取入れ□などに指や異物を入れないでください。 

ケガや义巧の原因になりまず。 


♦巧めてお使いになるときの注意 

のめでお使いになるときは、耐熱を料などび焼き1すくまで煙とミいび化ます。しばらくの間あをあ 
けで部屋の換気をおこなつでください。また、ル扇やか動物などに影醬ずる巧さび考えられまずの 
で、この間は部屋に入れないでください。 

〇 


^ お願い （NOT に E ) 

•機器を廃棄ずるとをのま意 

•り油の廃棄 

ストーブを巧重処分すると安は、定あ面器の口巧を 

む巧の廃棄処分は、灯'进をお買いホめになった販売 

巧きとっでください。 （16 ぺージ） 

巧にご相談ください。 

巧巧を入ったまま廃棄ずるとリサイクルの際におわ 


め事巧になるおそれびあります。 



2 •使用ずる場所 


ストーブをまをに使南するためには、 場所の還定が大のです。 


ままに使巧するために 




0 


ないで < ださい。 


♦巧窝び lOOOm を超える高地では使用しないでください。 
(空気のお度び薄いため、燃焼に必碧な空気び不足しまず。） 


巧]栗のに使用ずるために 



•巧気の入ってくる方向、例えばお測などに面くと、巧気びストーブで暖められで巧流 
しますので、効果のです。 

I 圍腳誦画誦麵賺動画誦圍1111無 

参部屋の保温を工夫し、部屋の温度の調節を必びけましよラ。 




爾 










3 •を部のち称 


が親図 


圧画 


背面 


前面方ード 
ガラス円窗 


前板™ 
調節脚 
置台… 


巧流用を風機(の部） ' 

イム 间 ! -^3 --、〜〜〜〜〜…-、一一— 
安をサーモスタクト(の部) 

本 OJ が巧商’ . 



エルボ固まを具-'…-'- 
燃焼用送風機(巧部) 

か平器- 

給気ホース 
コム管 □ … 

電源コード 


排気管巧け 
を知巧リード線 


上面力’ード 


上面板 


とつで 


表を部 
ルームサーモ 


運起スイッチ 
操た部 

はー ブンポケット） 
定油面器リたットレバー 


-本 f 本固定を具 



肅節脚 


揭獲図 

























3 •各部の名称 


表示部の名称と働き 





-通おは現巧時刻を表示します。 

. タイマー運お時はタイマー它ツト時刻を表/示 
します。 

• 室湿設定ボタンで設定したき温をデジタル表 
示しまず。 

•ストーブにトラブルび凳をすると、トラブル 

{ 


が態びお每表巧^モ—ターヴイソ； 5れす9。 


時計•タイ7— 


MICRO COMPUTER 
CONTROL 




設定室湿 


で J 運括 


タイ7一 


CRYSTAL DIGITAL DISPLAY 




タイマー運お中は点なしまず。 

タイ7—運お惇止中はお灯しまず。 




じーブ運お中は点灯し、無なずるとお灯します。 
室温設定を10で （ F 点設定）にずると自動のに 
たーブ遲おになり点のします。 


乱し 


I 




•押す （■) と運転（点义）します。 
-をラー度押ず （ 1 ) と消义します。 


I—i 


運転スイッチを押す（曇）と点灯します, 
ちラー度巧す （ 且 ） と消のします。 








































オープンポクツト內操作部の名称と働き 


■オープンポクットの開閉 

•オープンポケットを輕く巧しこむと、ゆっくり出できます。操作後擇く巧しちどずと□ックしで止まります。 
操促ずるときな巧な、巧じでご使巧くだきム、。 

■ I 操作音について 

♦操作ボタンを押すとピツと琶びします。 

誤 操作をするとピッ音び 2 ◎します。 


時計調節スイッチ 


. 「時計をせ J •••現御寺刻を合わせるときに「時計させ」 

の置にします。 

-「タイマー合せ」…タイマーたツト時刻を台わせると i 

き「タイマーさせ J 位置にします。 

- r 通常い•現を時刻やタイマーじツト時刻を合わせた 
ら、適常使用中は、[通常 J に I 必1すをどしでください。 i 


塞轟設定ボタン 


‘义力調おつまみを「白動 J にするとルームサーモに 
よる室温設定に9〜15で、10で （F 点設定)〕びで 
きます。 

-「高め J …設定温度を rc すつ上昇 
’[低め J …設定温度を VC すつ低下 



..み 

ま 

つ 

爵 

司 

§ 

力_ 

火 


かサ定 
動ム設 
で-を 
間ル温 
のと室 
J るで 

大せン 

r 。ね夕 

らすをか 

かまに定 

J し J 設 

か節動温 

微調自室 

广拉 

をまをお 

みにみ運 

まアま動。 

つ二つをず 

節 U 節るま 

調を調よぎ 
力力力じで 
乂义乂モび 
















































.使用前の華備 




族!巧は化ずな•ぶ （ J 旧1看な a ) を使用しでください。 

参 IA 警告1ガソリンなど揮発巧の高い油は、乂がの原因になりますので絶がに使巧し 
ないでください。 

• 齡ま意! 変質な巧、巧れたの巧、水の混じっているな巧などは、絶対に使巧しない 
でください。 

•[ A )± S 巧巧は、必ず乂気•雨水♦ごみ-高温及び、直射曰おを避けた場所にな管 
しでください。 



■給油の像の手順とをち 


•送おバルブを閉じておお□ふたをはすし巿股の給油器具で巧油を給'油しでください。 

巧是計の針び「満 J をさしたら給'莊をやめでください。 

•おお□ふたを必すをとどおりに締めでください。 

参給巧のおに、水、ごみなどを入れないよラ特にまちしでください。 

■給油□ぶたは、確実に締めでください。 

■こぼれた巧巧はよくみきとっでください。 

■燃料のれのを意と空気巧ぎの方を 

油タンクを空にしないよラにを意してください。 

巧タンクをいったん空にしますと、を油経路内に空気力*たまり、正常にを油びでぎなくなることびあります。このよラ 
な塌合には巧の順唐で空気巧ぎをしでください。 

1 . 巧タンクに給ミ由します。 

2. ストーブのゴム管□から、 IT ム製送;'由营をはすしまず。 

3. ゴムお送が管から巧び連続しで流れ出ることをおかめでからゴム製送な営ををと 
どおりにストーブに取り付けまず。（'油びこぼれないよラに容おを巧怠しでくださ 
い。） 



'油量計 


ミ由タンク 



給油器具 


給ミ宙□ふた 

送莊バルブ 
水グージ 
が巧きパルプ 




運振開始前の華備と確認 


■まを装置のじット、巧巧上の•ま意 



[議鑽誦》@^;麵 

巧めで使用ずるときやシースン巧めじは、ス I ''ーブ正面ち下の定油面器りじット 
レバー(黒色）を左巧向に止まるまで巧しでください。 

麵顯麵誦麵 fill 

細搬 mmmmmmmi ::. ， 
11難1讚 i 寒が纖賴謙 iii おを 

’.携薄ぃ。.蒙！：，想顯 ’ Jrf ; が 。 J 




4 •使用前の華備 


■送油経路のおちれのお認 

参’ぶタンクや送油管の接含部などから;‘巧をれ力かぶいかどラか確認しでください。 

■電気配線のお認 

♦ 松ま意 I 電源プラグをコンたントに巧の巧巧まで巧実に差しこんでください。 

参電源コードび給が気筒などの高温部にふれるおそれのないことを確認しでください。 

医を意!，源プラグ•コードの発な* 凳火を棺ぐために… 

♦電源は必ず適正配おされた単相10 ov コンをントを使用しでください。 

参巧療コードは、遂中で接続したり延援コードの使箱•化の電気器具とのタコ定おおをしないでくだすい。 


5 •使用方る（使い方) 



•才ープンポクット内の义乃調節つまみで（■白動運転」と「寺動運転 J び設定できます。 
ご希望の運掠ちまでご使巧ください。 

广点义順原） 

■义力調節「自動運転 j の場さ 


恒動!：手動义力調節 
I ;微少ル 中 大 

•川り i . mi ■■•■■■■ル 



運乾 ' 

い、•这 JL 



参乂力調節つまみを「自動」に合わせでください。設定室温と部屋の状巧に応 
じた乂力で燃焼します。 

(乂力調節「ま動運転」（微か〜大）の場をは、乂力調節つまみの設定义力で 
燃焼しまず。） 

参時計合せは 10ページ 「現を時刻の調節ちま」を参照しでおこなってくださ 
い。 

1 . 時刻表示び現な時刻を表示しでいることを確認しでください。 

2. 運転スイツチを押しで！■入」にしでください。 

自動のに、巧のよラに運転（ホ備燃焼•本燃焼）します。 

(乂力調節「ま動運転」（微か〜大）の場合は設定室湿の表示はありません。） 
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CRYSTAL DIGITAL DISPLAY 




X テ備燃镑後約 2. 5分間、义力は中义力にな0ます: 
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5 •使巧ち法（使い方) 
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室湿の調節 （ 白動運お> 


オーフンポケット内の义力調節つまみを「自動」にをわせると、ルームサーモによる自動運転となり、設定室温に自お 
說節されます。 

表示部に設定室温（24で）び表示されますので巧のよラに調節しでください。 



参室温設定ボタン f 高め J を巧すたびに1で上昇します。 

(上お29で） 

♦ [おめ J を巧ずたびに15でまでは1でずつ下がり、15でからはい 
きなり10で （ F 点設定）となりまず。 

参10で設をの場さは t — ブ運お表示ランプび点口し、じーブ運転とな 
ります。 

^設をき温を15でな上に上げると它ーブ運お表示ランプび消え、 

V 自夏)のに解除されます。 / 



义力調節 r 自動 J 運お時に、微か义力でち室温び設定室湿より上昇するおさ、設定室温より約3で上昇すると自動的に 
消义し、設を窒温まで下がると点乂動たに入ります。これをくり返すことによりむだな部屋のあたため過ぎを防ぎまず。 



参室温設定ボタンにより希望の室温設定を、じーブ運おボタンを巧し 
でください。 

じーブ運拓表示ランプび点巧し、たーブ運おとなりまず。 

参たーブ運転ボタンを再[度巧すことによりじーブ運乾表/示ランプび消 
え、たーブ運お巧除となります。 


ジ(ブ]調10 (ま動誰!節一ま動運 S ) 


室温設定による自動運おの化に、义力調節つまみじよるま動义力調節び巧能です。 
巧のよラにしでください。 


广 

自動 

手動义力調節 


• 
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/ 

V 
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•オーブンボケット内の乂力調節つまみを「微か」から r 大」の面の 
ご希望の巧置にさわせでください。 

表ホ部の設定室温表示び消え、予備燃烧び終了すると約 2.5 分間乂 
力は中乂力になり、そのをは义力調節つまみの設定义力で燃焼しま 
ず。 


■がのが態 

ストーブの据え巧けやお排気筒の設宙条件で、炎は多かを化します。 


■ い,.," I がミ宗い，ぶ! V 最 ミ, 


iiliii 獅も:麵纖義壁誦が議 t 纖圓幽擊誦議麵1111誦禱1疑議調。 
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5 •使巧方を（使いち) 



♦0^ ま意 I を呂な上ををあけるなピ接傍茵使巧しないなをは、巧稳が窝をに巧化しでから巧源プラグをコ 
ンじントから巧いでください。 

•巧おのときは、化す通起を巧化（消乂）しでください。 

•基お 皆止を、燃焼巧送風機び博止ずるまでは電源プラグを巧かないでぶだきい。毛し援きますと、ガラス巧筒びぐ 
をったり、ストーブの表面湿度び上巧しまず。 


■: 消义後、再点义ずるときのま意_ 


•燃焼巧に誤つで電源プラグをおいたり、運起スイッチを[巧 J にすると、再点乂をを装置の働きで、ストーブがち却 
されるまでの約2分間は再点义できません。 

ただし瞬間のな消乂操た（約1お化!巧）の場合は、そのまま燃焼び継続されます。 

•膚電時には、必す運おスイッチを f の」にしでください。 


m 現在時刻の調節方法_ _ ■ 



1. オープンポケット内の時計調節スイッチを r 時計合せ」にします。 
はじめで1ま巧ずるときや、電源プラヴを長時間抜いたときは、時刻表/弔 
は0 : 00を表示します。 

2. 時計調節の「時」•「分」ボタンを巧しで現を時刻をさわせます。 


例：午前6時15分に合わせる場合 

① r 時」ボタンを押しで"午前6 : 00"にします。 ⑤「分」ボタンを巧して"午前目：1已"にします。 




3. 必す時計調節スイッチを「通常 J 位置にちどしでください。 

(時計は、時計調節スイッチを「通常 J 位置にちどした時点から動き始め 
ます。） 


♦化す時計調節スイッチび「通を」になつでいをことをお認しでください。 

♦30 妙な巧の原巧であれば、再通電後お現を餘刻を表示しますので時刻きわせの必要はありませんび、それな上の 
停電で、時刻表示び0 : 00を羡をした場をは V 脖刻さわせをおこなつでくだまい。 


« 1 » 










5 .使用方法（使い方) 


タイマーの使用方法 


■逐お時刻のさわせ方 


r 時計‘タイ7— 



1. オーブンポケット巧の時計調節スイッチを f タイマーさせ」にします。 

2. 時計調節の「時」•（■分」ボタンを押しでタイ7—点乂時刻をちわせま 
す。「分 J は5分ごとに動きます。 


例：午前6時30分に合わせる場ち 

① r 時 J ボタンを巧しで"午前6 : 00"にします。 ②「分 J ボタンを巧しで"午前6 : 30" にします。 


時 （ 

衣 

〇分 





時計•タイ7— 

午前 

B ： 

0 0\ 


これでタイマーじツト時刻び記憶されました。 


時〇 


一 

で下; 

i 

1 

午前 

B ： 

日。 


時計-タイ7— 
「時討タイト 

L 合せじがみせ 


の 



3. 必ず時計訪宙スイッチを ns 常 J 位置にちどしでください。これで時刻 
表示には病巧時刻び表示されます。 


■タイマー運酷方る 



タイ. 






氏ツト 


1 . 運転スイツチを巧して「入」じしでください。 

(燃焼中の場合はそのままでず。） 

2. 運転するときのご希望の室温文は、义力に台わせでください。 


3. タイマーじットボタンを巧しでください。 

時刻表示にタイマーじット時刻び表示され、タイマー表示ランプび点な 
し、タイ7—巧乾に入ります。 

(このとき、燃焼巧を風機び、10分間運振しますが異萬ではありません。） 


•タイマーじツト時刻になるまでは、時刻表示にタイマー忆ツト時刻が表示され続けまず 
•運お中にタイマーたツトボタンを押すと、ストーブは自動消乂し、運転を停止します。 























5 .使巧方法（使い方) 


■タイ7—運転の照な 


タイ. 


^0 


が 


おソ S 


時計-タイ7— 


こす 

午挂 


な：苗な 


0 タイを 


♦タイマー它ットボタンを巧します。 

タイマー表示ランプび消巧し、時刻表示に現な時刻び表示され、タイマー 
運転び锅除されます。 

参このままであれば自動のに運転を開始します。運転を停止する場合は、運 
転スイッチち押しで「の J にしでください。 


■タイ7—たツト時刻•現在時刻のお認 

①時計調節スイッチを f 時計合せ J 艾は「タイマーをせ」にさねせます。 


時計-タイ 7 — 

觸 I 


時 It 
をせ 



現在時刻の確認 


時計-タイ 7 — 



通巧| |のィト 

合せ 


タイマー t ット時刻の確認 


⑤現を時刻又は、タイマーじット時刻び時刻表示に表示されまず。 

⑤確認後、時計調節スイッチは、必ず「通常」位置じちどしでください。 



ニターサインについで 



スト_ブにトラブルび発生すると、トラブルの状態び設定室温表示に記君表示（モニターサイン）されます。 

この楊含記号表示の巧客を、ストーブを側面に印刷されたモニタ-サイン-覧表、または19〜20ぺ—ジ「故障.異萬 
の見分けちと処置ちを」をご覧のラえ、必愛な化置をしでください。 


〈モニターサインー覧表〉 


モニター サイン 

異萬が態 

モニター サイン 

異常が態 

E 1 

途中 消火 

E E 

厚止時ボット異萬超熱 

E 2 

不 着 乂 

EO 

機巧サー云スタ作動 

E 3 

巧 展巧動 

P 1 

ポッホ熱不足 

E 5 

排気管巧け侯知作動 

P 2 

ポット温度ほ下 

E 6 

ルームサー モが線 

P 3 

ポット異帯過熱 

E 7 

E 9 

安を サーモ 作動 
停 電 

P 4 

不消乂 
(消乂時間び長い） 

E 8 

疑 化乂お 

P 5 

薑お 不良 

EA 

燃巧用送風機冥萬お出 


"EC 

ルームサー モ短経 




5 .使巧方法（使い方) 


使用上のま意 


本書の I ■おじを意しでいたださたいこと（巧をのために必すお守りください)」の化に、巧の巧目についでちを意しでく 

ださい。__ ^ __ 

•上面乃ードは、地震などによりす燃物び落下したときなどに乂おを防止するためのちのです。やむをえす取りはす 
した場をは、必すちとのが態に巧0巧けでおいて<ださい。 

♦クリーニング巧、美容院などの化学禁盘を使ラところや湿室、飼胃室など、動植物の育成栽巧に使巧しないでくだ 
さし、。 

参雷び発生したとき、歪（誘導雷）により一時的な過 巧 圧びかかっでを、過電压防止装置び機器を保譲するしくみに 
なっていますび、大きな雷（直擊密など）の場さは、更す部品を損なするおそれびありますので、電源プラグをコ 
ンたントから巧いでください。 


6. S を装置 


このストーブには巧のような安を装置びついでいます。 

すぺての巧を装垣は、異常び取り除かれでを再度な义操作をしなければ運風ま停止したままです。 


ま全装置 

原困-が動結果 

処置方法 

巧震 S 動消义装置 
(です 表示） 

♦強い地巧やお巧を受けたとき 

ク 

•モニターサイン ) 表示 
-自動のに消义 

• ストーブの周のに異をびないかな廣 
し、点义操作しでください。 

(巧な自動消乂装ちはが動を呂動的 
にじットされます。） 

1 

( 

点义安を装置 

燃焼制御装置 

(フレームロツド） 

LL/J 表示 •臣3 表示 ^ 

y (途中消义）（不着乂） / 

•巧义 S スをしたとぎ 
•途中失义をしたとさ 
♦巧び異常にルさいとぎ 

ク 

• モニターサイン圧王]表示または 
巧 f ^表示 
-自動的に消义 

• 曰萬の点検*寺入れ（け〜18ぺジ 
参照）をしでから点义採作をしでく 

ださい。 

•なおを異をびある巧さは、お頁い ホ 
めの販売店にご相談ください。 


厚電安を装置 
f 7 表示 ‘LESi 表示 \ 

(30 秒な上）/1秒な上^ 

\ 130秒おち,‘1 / 

•偉巧したとま 

•電源ブラブび巧けたとき 

ク 

-通覃後モニターサイン [BJJ 表示ま 
たは1巧表/示 
-有動のに消义 

• 広て]の場含、時計などの它ット を 
しでから、点乂巧作をしでください。 

• 圧置]のなさ、通巧を点义操がをし 
でください。 

♦ 巧源プラグを確認しでください。 

過熱防止装置 

, •巧をサーモスタット85で 

' ( 面 表示） 

• 巧流巧を風おのフアンガードやスト 
—ブの前面げ谅さびったとき 
• ストーブの前面に 巧 害巧などがある 
とぎ 

ク 

-自動的にお义 

* ストーブびを却されたをモニターサ 
イン r ^ Ti 表示 

•原因を取 0 除いでから点义摄がをし 
てください。 

•泌置をしでを繰り返しが動するとき 
は、いったん運輯スイッチを巧しで 
[の」にし、販売店に連絡しでくださ 
ぃ。 

，-. .... . ^ 




7 •その f 任の装置 


装置の名称 

原因*作動結果 

処置方法 1 

巧点义安を装置 

•消义直を、再点义操巧したとき 

. 約2分間の冷卸をでないと点义動巧 
に入らない 

,1••約2分経過後、自動的に点义動^ 

1巧を開始します。 / 

排気管巧け検知装置 
(lf_ 幻表示） 

• が気管の接続部びはすれたとき 
• 排気管抜け検巧巧リード線がはすれ 
たの、 断線したと含 

ク 

• モニターサイン1 E 5 表示 
•ス1ブの運転を停让 

• お排気筒およびが気管の接続部に、 
はすれ*ゆるみびないか確認しでく 
ださい。 

• が気管おけお知用リード線のゆるみ 
または、はすれ-棚れびないか確認 
してください。 ^ 

^ 1排気齡 :7 綱化-惜1 

燃焼用送風機異常 

検出装置 
( 画表示） 

• 回お数び異常に低下したとき 

ク 

• モニターサイン f 巧聚示 
•ストーブの運起を停止 

•異常お下の原因を取り除いでから点 
义操巧をしでください。 

• なおを異常びある場さはお買いずめ 
の販売店にご相談ください。 

過電流防止装置 
(表示部を消の） 

•巧部配線のショートによ0過電流び 
流れたとき 

ク 

-電流 ヒュー ブがのれ、すべでの運起 
を 厚 止 

• お買い求めの販壳店に修理を巧おし 
で < ださい。 

1 

機巧サーミスタ 

• 巧流巧送風機び異常停止したとき • 原因を取り除いでから点义操作をし 

• 巧流巧送風機のファンガードやスト でください。 

-ブの前面がふさび〇たとき • 胃 

•スト-ブの前面に障害物などびある . 


( m 表示) 


• モニター サイン I Ein 表示 
• 有動のに消乂 








8 •曰常の点検 • 寺入れ 


点検、寺入れのとさのを意 


点検•手入れは消乂を、ポットバーナび冷卸しでから、必す覃源プラヴをコンじントから巧いでおこなってください。 

lEWIBPi 隱麵圍圍圍 圖評匿圍圓麵護瞧麵麗議圍誦 ® 


む斌 
J お聽:が 


ぶが ’-’,"- 


点検、ま入れの必要項吕、時期、方法 


■周圃の巧燃巧！（使巧ごと） 

♦ 拉ま意 I ストーブの周囲は、常に as * »巧し、おそやすいをのを《かないでください。 
■ほこり•巧れ（使巧ごと） 

•ほこりやちれをそのままにしでおきますと、油がしみたりしで危険です。 

ストーブはいつち清潔にしでご使巧ください。 


■巧をれ•油のたまり•巧のにじみ（使巧ごと） 

♦居台-油タンクに巧をれ-巧のたまりや油のにじみびないか、ときどき点検しでください。 
又、給巧の隱にこぼれたな巧は、よくふきとってください。 



■ゴム製送油管の点検•交巧の目ま（シ-ズンの巧め） 

♦ r ごま意1 ゴム巧を巧ちは、歴巧で®巧しないでください。 

里巧での使用は禁止されでいます。 

•屋内でゴム教送お営を巧巧しでいるときは、膨润、収お、巧質、変お、ひび割れがないかお詔し、夕点のあるとまは 
交換しでください。 

交換の目安は、3巧に一度です。 

■巧タンク（シースンの巧め、お時） 

•'ぶタンク内は水やごみびたまりやずいちのです。給組のとき、点檢しでください。 

油タンク巧の水巧き及び掃陈は、巧タンク巧属の取扱説旧*に従っておこなってください。 


■給が気筒の接続部のゆるみ及びトップの周圃（目に1回程度） 

参搭排気茵巧び、トップの周固に廣害物び置いでないか、ときどぎ点侯しでください。 

参給が気筒びつまりまずと、不完を燃烧をおこします。シーズン巧めには必す点おし、くちび巣をつくったり異物び入 
ったりしでいるとさは、必す ffl 除しでください。 

•給排気筒及び、が気管の接続部びはすれたり、が気普巧けお巧用リードおびはすれたり、断線しでいないか点検しで 
ください。 

参給が気筒を一度取りはすしで、巧び取り巧けるとき、が気管の接続部巧部にはめこんである〇リングび破おしでいな 
し、か確かめでくださし、。 



メスすスエルボ 




否た場き瓜，,翻!時诚めの聯 S 巧に雜楚依賴しで 
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8 •曰常の点檢•手入れ 


■定巧面器のストレーナの掃除 （適時) 





•定'莊面器には、ごみを除くためのストレーナびついでいます。 

ごみがたまると、なミおの流れを妨げで、十分な义力び出なくなります。 

なのよラに插除しでください。 

1. 油タンクのを巧バルブを閱じでください。 

2. ストーブの前板を止めでいるねじ （5 拟をはすし、前板の下測を引き上げて、 
前に引いでおりはずしでください。 

3. 操作部を左図のよラに、①操作部のを側をかし引き上げで、③ま前にまねしで、 
開いでください。定ミ由面器びみえできます。 

4. ストレーナの掃除□に荷ホしなどの厚紙を差しこんで、油ガイドを巧り、その下 
に容器を置いでストレーナの止めねじをゆるめではすしでください。 

定ミ由面器のちれた巧油やごみびを部流れ出ます。 

5. ストレーナを取り出しで、きれいな I 灯油の中ですすぎないをしでください。 
(水で洗わないでください。） 

♦ストレーナゴムパツキンを忘れめ本うにしでください。 

参ストレ，ナを勘こ入れないでくたさい。また、底部（黑芭）び悠す、を謂た 
なるように巧り巧けでくだミい。 

参ストレーナみ止めねじを固くがめ巧けでください。 

•巧をれがないかな致しでください。 


■巧流用送風機のフアンガードの掃除 (週に 1 回な上) 



•ファンガードがごみやほこりで目ブまりずると、送風力び弱くなり排気温度び上 
昇ずる原因になります。〔過熱防止装置（まをサーモスタット）または機巧サー 
ミスタの働きで運おが停止する場さびあります。〕巧の要領でス I -ーフ''裏面の 
ファンガードの掃除をおこなつでください。 

1. 運乾を厚止し、巧流巧を風機び止まつでいることを確認しでください。 

2. 掃除機などでファン乃ードについたほこりを取り除いでください。 


■ポットバーナの掃除 



参 r ごま意 1巧巧は、ストーブを消义させな巧ち却しでから、おこなっでください。 
熱いげおでおこなラとやけどのおそれびあ0ます。 

参ポットパーナにすすびついでおのおび不揃いになったときや、ポットバーナの居にすす 
やカスびたまりずぎで着义びおそくなったときは、巧のよラにしてすすを取り除いでく 
ださい。 

1. 上面ガードをはすしで4本のねじをはすし、燃焼筒ふた押えを巧っでください。 

2. 燃焼筒ふたをはすしでください。 

3. スケルトンは中ふたに取り巧いでいまず。スケルトンをガラス円筒にあでないよラに 
しで、取りはずしでください。 

4. 燃焼リンクをフレーム□ッドに当でないよラにミ主意しで左図のち巧に燃焼リンクをま 
わし、取りだしでください。 


№1 





8 •曰常の点検•寺入れ 


点検•ま入れの必要頂目、時期、ちを 



フしーム□ッド—〜〜 

ボツトパーナ 
\ 

岳、乂ヒータ 


な乂ネットー • 



スケル h ン廣 
スクルトン 
’燃焼リンブ 


5. 点义ヒータ、点义ネットをいためないよラに、ポットバーナ内部のすすをドラ 
イバーなどでかき落としでから、巧などでふきとつでください。 


6. 組立の際、燃焼リングは、左图のよラに正しく確実に取り巧けでください。 


iWHiiililiiiPliili 嗎 liiHiiiiiiiiiii 琴 

1111 ililiiiiiBiiiiiiiiiiiiiii 
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iHiilliiiiiiiiiii. 


■反射お-ガラス巧筒の掃な（ぉ時） 

♦ H ご注意]掃巧は、ストーブを消义させ巧みち巧しでから、おこなつでくだまい。 

熱いが巧でおこなラとやけどのおそれびあ0まず。 

•反菊板及び巧ラス円商にほこりびたまりますと、反射効率び悪くなるばかりでなくをおですので、巧の要領で適時挿 
陈をしでほこりを取り除いでください。 




1. 前面ガードをち測の固定ばね （2 個）からはすしだ側にまわしでください。 

2. ガラス円筒を割らないよラにを意しで、掃除機などでの部のほこりをきれいに 
掃除しでくださし、。 

3. やわらかい巧などで、反射板及びガラス円筒をきれいに拭いでください。 

4. 巧除か'おねりましたら、ちとどおりにじットしでください。 






■ガラス円筒內部の巧除饱時） 

参 に!’注意 1 巧巧は、ストーブを消义させ巧巧冷巧しでから、おこなってください。 

熱いが想でおこなラとやけどのおそれびありまず。 

•長期間の使巧により方ラス円筒びすすけることびあります。 

方ラス円筒びすずけで炎び見えにくくなつたときは、 16〜17ぺージ f ボットバーナの掃除 J の頂にしたびい、スケ 
ルトンをはずしでガラス円筒を掃除しでください。 


II 議讓圓歸編髮轉、:漁 t 豬難1誦 i ! 胃額胃 i 我;11禁囑 P 瞧擊議薦義胃 iii ;:; お;^:謂::1 .を 

1111議義麵夕繊韵譯酬 I 難難晴 ii 議驗謂咖賴麵 Iliii 參辦纖转纖接圓圓髮! 

II 圓議11圓 まを 画;謹1111誦 


■点义ヒータ-点义ネット-ノズルの点巧（シ—ズンの巧め） 

♦点义ヒータや点义ネットにずすび巧ちしますと、巧熱がほ下したり、巧のひろびりび悪くなり、着乂不良の原因にな 
ります。 

♦ノズルのホ端にずすびが着しますと、異寓燃焼じなつたり、ち乂不良や消乂時間び長くなる原因になります。 

シーズン巧めには必す点検しでください。 

点乂ヒータ、点义ネット、ノズルの点巧•交換は破損のないよラにま意しでおこなラ化要びありまずので、必ずお買い 
ずめの販売店にの賴しでください。 











8 •曰常の点検•手入れ 


■フレーム□ツド（燃焼制御装置）の点檢（適時） 

♦フレームロッドの先端にすすび巧着したり、フレームロッドび変おすると、誤作動の原因になります。 

すすの巧着やフレーム□ッドの変形力 《 ある場さは、必ずお買い求めの販売店に点検-交換を依おしでください。 

■地震などの炎害び舞をしたとさの点檢についで 

♦巧震などの災害び発生し、ストーブに振動や衝撃が加わったときは、運転前に必す巧の点検をおこなってください。 
-おが気筒まわりのはすれ、ちれの確認 
-巧巧配管からのちれの確認 

な検で異常力 《 見つかった場合は、お買い求めの販売店に修理を依頼しでください。 


9.定期点お 


長期間ご使巧になりますと、ストーブの点検び必要でず。 

2シーズンじ1回程度、シーズン終了をなどに点巧を案施しでください。点検のご相談は、お買いあげ店または修理資格 
着〔(財）曰本扫油燃焼機器保守協を （ TEL 03 — 3499 — 2928) でおこなラ巧術管理講習衾修了者（石油機器按術管理 
±)など）のいる店までお問いさねせください。 



10 •巧障•異常の見分け方と処置方法 


■巧のよラな現象はが障ではありません。 

•修理を依おされる前にをラー度おおかめください: 


点 

巧めで使巧するとき、煙やにおいがでる。 

耐熱塗料やほこりか’焼けるためです。 

しばら < ををあけで換気をしでください。 

乂 

1 Bf 

すぐに点次しない。 

夕熱点义方すのためホ熱時間び2分程度猫要です。 

(ず熱時間は室温によりぎみを化します。） 

消 

义 

時 

燃焼巧始時や消义後に「ピチピチ J といラ音がずる。 

本体巧部び熱により膨お、收縮ずるためです。 


な义時にボンと音びする。 

点义ずるとまに発をする«义音で、異常ではあ0ません。 


使巧中に異常か>ありましたら、次表により原因を調ぺて処置をしでください。 

參原西のねからないときや、処芭のむずかしいとぎは、お質レ求めの販売店、またはおおくのコ□ナお客 
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10 •巧障•異常の見分け巧と処置方法 


青おのかに黄色い炎（ホ乂)び混じる: 


異常ではありません。 


おが気筒の先端から運続のに白煙び化る。 


が気温び巧くなると、排気ガスかじ含まれでいるか分び 
凝結しでか蒸気になるためで、異萬燃瞬による白煙では 
ありません。 


打なぎれの隐、一瞬炎び大さくなつでミ肖义する。 


異常ではありません。 


様ご相談窓□にご連緒ください, 


X 設定室温表示にモニターサインび表示されます。 
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参 


コンたントにお実に差しこむ 








^ 18 ぺージの「地霞な户‘のが蛋ザ党生したときをな镑につい广1の 
な検頂目を確諮し.運おスイクチを巧し直し围な火する 








带おバルブを開く， , 



■ 


■■ 


ゴム製を油舊を續る。:山形になっでいる巧は平に直ず 




■ 

■ 


送油バルブをしめでストレ诗朝ずすも驾タンクの媽を< 

• 

参 

— 


■ 

■ 

■ 

基祭遅りに設圍ずる 



■ 

■ 

■ 

■ 

■1 

ファンガードのほこ 0 をブラシなどで掃陳する 

参 

• 

参 


• 



おが気筒の取りすけを適正にする 

• 

• 

• 

■ 


— 


正しく巧り巧ける 

• 

参 


■ 

m 

■ 


絵が黄窗を掃おする 

• 

参 

参 




おおっているちのを取り踪く 








をれ力所を締め直す（紙売店に修理を放頭する） 




参 




お排気筒接続部のはすれを直す 
ゆるみを直ず 








すすを取り除く （販売店に修理を彼頼する） 




■ 



設定室温、時劾などをじットし再匿な父操作をする 



■ 




リセットし再度点义療ホをする 







D 

適正な位置に股り谢ザ直ず:;; 


-燃焼時•その他 

































11 .部品交換のしかた 


■部品交巧のときのま惠 

1 A 注意 I 不ちをなち巧、調巧は危なでずので、巧品の巧巧、拥巧び必ちの巧含には、お頁 
い巧めの販売店及は、修巧資巧さ〔(な）曰本 S 油が巧なお巧巧席さでおこなラ巧が管理講習 
含侵了さ （6 巧が器巧術管理±)など〕のいる巧売店にご巧がください。 


部品交換はご！□ナ純 iEgB 品とご指定ください。 



...叫ぶ:..ご：山ミ餐。ヴをがでぶッが心化。.がご:ふ:< ホ‘ユが,.:心 




巧话ご入巧の巧には、コロナ典历巧が叛滿を 

1||||!|1«111«11 議 111 纖議园 : お， 

画議議議醒囊麵麵圓 isli 圍111 


圍筆藝謬々吉苗ミ關 ; s;;;i 商 

議 111 iliiiiiB 诚 niiHiiiiii 難議 i! 


12, 保管 (長期間使巧しない場含) 


設置したままで保管される場合やしまわれるとさは、曰常の点検•手入れの項を参照し、巧 
の要領で保管しで < ださい。 

1•蚕おプラグをコンたントから巧いでください。 

参 |么ま意| SB したままで巧《ずるなちを化ず、 S 巧プラグは巧いでください。 

2•巧タンクのな巧はすっかり出しでください。 

•中にか分やごみを巧したままにしでおきますと、巧タンクび腐食する原因になります。 

3 •を巧面器のかのな巧を巧いでください。 

4.塞装部分は、しめった巧でちれを落としでから、からぶきしでください。 

5•放熱器のサビなどびあるところをぺーパーで磨き r 補修巧の塞料 J (別売） 

で塞装しでください。 

6•ファンガードのごみやほこりを取りないでください。 

7•巧部のごみやほこりを取りおいでください。 





















13 .仕様 

























巧 


热 


巧.讓通至 


巧 巧 

~な::强燕-邮療;顯满 
法 巧’"’‘が '’巧 

ホ记:端 

夕―巧か 

« . jft .： 

巧.ス 

及ぴな効を巧ル 

91 巧>力！^ 

. 受ほ- 

占 ' W «• 湿®^ 
樣が S 

liSiiiP 窄 

巧菊>ま及び摄圾巧 
雜.々巧力 
おが巧》巧聖巧の呼び 
おが巧筒ゆ聘び径 
傍巧ち窝の璧 R 邊巧のを径 
抓,.;;:然;ご;;.';，湿:聞马篮 
暖置进端::;;:;黑 
: S ;';' 躬巧 

mm-MW 

苗;を!ご';ぶ: ご,-.:.::.. 'こ igg : 

おを適室は、 


ポットな • 屋内巧 • 強制おが気お-強制巧流お 
t 畢気点义す _ 

* 灯'油 （ J 旧1君な巧） 

- 0.768 L/h 

0.198 L/h 

. 28,450 kJ/h 熱巧 ! を 86.0% 

* 7,330 kJ/h 熱効率78.2% 

- 6.80 kW 

1 .59 kW 

■ 86.0% (目齒大のとき） 

- 78 . 2 % (目盛微かのとぎ） 

■ 木造 29.5 m 2 (18 星）まで•コンクリート 39.5 m 2 に4置）まで 

■ 木造 29.5 m 2 (18 畳）まで•コンクリート 46 .Omz (28 昼）まで 

__高さ日 15 mm • 幅 748 mm . 奥巧 368 mm (屋台を含む） 

' 28 kg 

1 00 V 50/60 HZ 

点义時: 34 CV 340 W -最大燃焼時2か 25 W ■ 最大600 /600 W (点义巧巧に短時間発生） 

- QU 4-4 

- D 40 

ホ 75 mm ' 

- 260でな下 

-- 5 A -10 A 

赶 M 有動消义装芭-点义受を装置-燃焼制御装置-停電るを装垣-お孰防止装置 
: 再な义安全装宙-過電流防止装置-が気管巧け巧知装垣-燃焼巧送風機異 窜検出装置-機巧サー=スタ 

[_ ち台1個、歷熱板1個、おが気筒じット1お、スリーブ1個' 本初:固定を具2個、ゴム巧を'油营 締巧ノ X ンド2個 
ネよ団を人-曰本ガス石油機器工業をの貢定畐華によ0ます。 


が(基本型す:が- 68 巧巧) 

















14 •アフターサービス 


15•据そ巧け•移設 


おえ巧け-移設工事は販売盾に依頼する 


据え巧け場所の選定巧び標準据え巧け例 



1得 ISP 


参巧臟を巧り巧けなム鄉をは、 A す獲を身か满忠 tfe に 
雜をがか旅め、 B 翁!寒雜胃肋！磁 T 谋驚 



据えはけについでは、乂災ホ巧を例、巧気鼓睛に関する技術畐準など巧ちの星準びあります。工事説巧害（工事編）の 
r おにま意しでいただきたいこと（安をのために必ずお守りください) J をお読みになり、販売店及は据え巧け業者とよ 
くご相談してください。また、 r 標準据え巧け例」についでは、下図を参照しでください。 


据え巧けや移設工事は販亮巧または、提えなけ業着に依おし、お客様ご呂身では巧わないでください。 


■保部について 
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15 .お无巧け•移設 


•テレビやラジオから 1 mm 上雖しでください。 

•側方障害物は、両側にあつでちよいび給が気筒と障害物、巧燃物とのお離は 45 cnnJ ^ 上とつでください。 

参前ちに巧や建物びある場ちは給が気筒先端と前ち障害物との距離は 60 cm な上離し、かつ上ちおよび両側ちに気流を阻 
止する廣害物力ずないよラにしでください。 

•おが気筒下面は巧面から 20 cm な上離すよラにしでください。なお積雪化域では、給が気筒先端び雪でふさびれるおそ 
れのない高さを確保してください。 

•木造の建物で露にメクルラス張り、クイホラスおり、またはを巧板張りをしである場所に給が気簡を涵ずときは、 
それらのを属部に接しないように電気的絶緣をし t ぐださい。 

参壁に巧をあける場合、壁の内部にある電赛配線-ガス-水道の配管にあたらない揚所を選んでください。 


給が気筒を延長ずる場含のま意 


•給が気筒を延長する場合は、 3 m 3 巧びり下で取巧けられる場所を選定しでください。 


積雪地区におけるな意 


参積雪のぞい地方では、積雪時に給排気筒び雪でふさ力すれないよラな取巧場巧を遷定しでください。また、風びよどむ 
よラな場所では、がガスを再度吸い込んで不完を燃焼を起こすことびありまず。 


据え巧けをの巧認 


おえはけ力 《 おわりましたら、ちラー度、工事説明害（工事編）の「特にま意しでいただきたいこと（ままのために必すお巧 
りください）」をお読みじなり、工事説お書に記載されているとおりおえ巧けられでいるかどラかを確認しでください。 


試運提 


試運おは版売店交は据え巧け業者とごいつしょに必すおこなつでください。 

■運捉準備 

参松注意 I 里おプラグをコンたントにおの根巧まで巧実に差しこんでくださし、。 

•ミ由タンクに給巧し、を;巧経路の空気抜きをしでください。 

参送巧経路やストーブより油ちれびないか確認しでください。 

•まを装置をたットしでください。 

〔定巧面器リ它ットレバー(黒を）を左方巧に止まるまで巧しでください。〕 

参タイマー運転になつでいませんか。 


■運乾 




■消义の手順 



1. 運輯スイッチを巧しで「入」にしでください。 

参^注®初めてお使いになるときは、耐熱を料などが焼けて煙と臭い 
びでます。窓をあけで部屋の巧気をしでください。 

•3 〜4分間の予備燃焼び終わると本燃焼にのりかわります 


2. 異甫がなければ、义力調節つまみを「微少」〜「大 j に設定しでください< 
•炎の状態は、青いおのかにいくらかの黄色い炎（ホ火）びまじつてち異常で 
はありません。 


参運転スイッチを押しで！■の J にしでくださし、。 

運拉ランプび消なします。 

燃焼室び巧なずると自動的に燃焼巧を風機、巧流巧を風機び停止し、時刻表 
示むがのすぺでのランプび消なします。 

睡巧を律おしないお台は、 かお"ジ r 被睡’異常の見分け方と処置 
宿親を参照しでくださし V 。 

賴巧簡の錶管後、再び設喔ずる頻さを「話運転」のま順にしたがい、試 
建乾を赵ごなつでください。 
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お客様ご相談窓ロー覽表 


修理サービスや製品についでのご相談は機種名をご確認の上、 
お買いあげの販売おまたは下記のご相談窓□にごの頼ください。 

ご乾居やご瞻爸品などでお困りの場台は、下記のお近くの窓 □ にご相談く 
ださい。 

名称、巧巧地、電話蓄号は、変重する場含びありますのでご3承ください。 
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TEL (0935)29-1 680 
T 巨 L(0S7) ジ 3-b' 61(巧表） 


FAX り 11 1803-3154 
cAX ( 0 ' 1 ) 871-2000 
"AXlCi 38 ) 48-6080 
FAX(C 166 ) 37-2338 
FAX ( 0155 ^ 35-7510 
FAXiXn54 ) み卜 ••0451 
FAX ( 0157 ) 26-?107 

FAX ( 01 /) 742-8275 
FAXi017 ) 743 - ri18 
F み X(018 •ぶ S4 - 84 が 
FAX (日 18 ) 86 と -5760 
FAX つ 17 お 45-4290 
^ AX ： 0 ^ 72 ) 28-0 191 
^ AX :. C1 ? お 29-1133 
rAXfC 19 ) 622-5244 
FAXc ^ O ? 9 ) 504-0283 
卜 AXi ； 019 7 )? 2 — 445 ? 

FAX ( 0 斌 236-881 C 
FAX ,' 0S2 )/ S3-1792 
rAXC024 ：. 938-3021 
FAXi :- 02 4 ) 94 百 -. -7651 
啡火( 0242 判一 3216 
ご AX で？ 3、642 — 32 日 4 
FAXfG23 ) 631 - 739 ： 
卜 AX 帖 34 ) 31 - 0 己 SI 

KAX ^ 03 ) 3S27 - 116G 
FAX ( 03 、 3 趴 ■— 1130 
FAX (日巧)：? 41-4268 
FAX 口 47 ) 3 12 -技 338 
= AX ( 0 ぶ 8)651 一 ..6370 
广•か<‘で 2 召が 36 — 1 引 3 
FA ) q04o ) 召己 2 —〇己斗曰 
FAX ( 0 斗 2 ) 己 31-0496 

FAX ( 055 ) 268-1569 
FAX (肥 b :. 2o8 — 15?1 

FAX ( 027 ) 361-9139 
FAX 口 27 ) 364 — 322S 
二 AX ご 026 ’| 632 — 己 20 己 
rAX !： C28 > 61C - 460 ? 
FAX (の？の 38 — 5 日 C3 

FAX ( 0 ? b6J35 - 8S19 
FAXf0256 ) 32 --- 2-37 
FA 乂の 2 日で 86—3313 
「 AXf026 ) 22 '.— G03 目 
FAX ( 09 も 22 卜 103 扫 
FAX(02e3)26-9961 

FAXC 。 が 26C—0775 
FAX ( G ? 良) 260— 0738 
FAX ( 07S)444 — 〇扫 11 
rAX (: 0776 ) 23 〜化 80 

FAXi : 052 ) 3S '. — 1 ?郎 
FAX り 52 ) 381 — 己 244 
FAX (お 4 に 38 — 0C06 
■ AXC054 ) 25S -' OS22 
FAX ;- C5 の 268—7550 
卜 A が Gb9 ) 234 — 347 ? 
FAXf055 ^ 968-6212 
FAX ( 05S 斗).? 5 — 1 7?6 

FAX の 6 ) 63 日 6〜？262 
F . A . X ( 06 ) 63S6 〜 5 日 88 
FAX(D&7)835-0)60 
RAX な巧) 643〜0870 
二 AXiO 78 ) 9 の .〜2438 
「 AX : で 7 が) 26〜？116 
FAX ( 07 巧に 3 〜巧 92 

rAX ( 082 ； 877'3306 
RAX ( 082 ) 871 - C272 
「AX ( 08 の 243-7 191 
FAX の 8 お。 3〜0709 
こ AX 巧 834 ) 22 〜 5 が 9 

卜 AX ( G92 ;! 474 〜 577 己 
FAX ( 092 ) 4 / 4 〜' 3;】14 
FAX (( 393 巧 92 - S666 
FAX ( 099 ) 281-1252 
F か <( 096 ) 369- 6323 
FAX ( 095)882 - 7767 
に AX ( 098 己で日一 0635 
- AX ： C9 ?) 523-5162 


宜骑涯巿芋孤ミ白つ8 x 901 ■2?2?たじ:) 98) 谷 S 7 -が77(げ表） FAX (098) S 97 — 5679 

シーサイド.パ.—シ102 

3 藥巿乗新碟 7-7 干 955- 8 日 10 TEU0256)32 —2 い 1( 大巧を） 

キ日崎巿ま町 2- 日 8 〒 945-0817 TEU0257)23 — 日 175( け表） 

長 r 哥巧下条の晨ノ满 1069 干 940 -1 146 TEL(0258)22 —21 2U 巧表） 
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